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学位論文内容の要旨
都市部ではヒートアイランド現象,生物の生息域の減少､生活ゆとり感の喪失が顕在化している｡このよ
うな都市環境問題の解決有効手段として屋上など建築物緑化の取り組みが注目されている｡本研究は､大都
市圏と地方都市圏において､主として､地方公共団体による取り組み､および屋上緑化の設置者と利用者の
双方の視点を調査することにより､(丑屋上緑化事業の現状と課題の解明､(診GISを用いた屋上緑化の可能面
積の推計と省エネ効果の算定､③都市部における屋上緑化事業を推進していく上で重要な視点と展開方向の
提示､を目的として行ったものである｡
本論文は5章で構成されており､第1章で研究の背景､既存の研究､研究の目的を示した｡
第2章では､複数の地方公共団体を横断的に調査し､比較検討することを目的とし､京阪神3府県におけ
る屋上緑化の取り組みの概況､建築物緑化の施策及び条例化による屋上緑化の届出実績､屋上緑化助成事業
の実績と問題点､屋上緑地設置者による設置後の効果と問題点の評価等を比較検討した｡京都府､大阪府､
兵庫県では屋上など建築物緑化の条例や助成制度を設けて屋上緑化を推進している｡届け出面積と助成事業
の実績 (緑化の推進状況)は建築物緑化条例の内容に大きく影響されていることが明らかとなった｡
第3章では､近年屋上緑化等の展開が顕著にみられる大阪府を対象として､アンケート調査により.屋上
緑地に対する設置者と利用者双方からの評価を明らかにし､屋上緑地の評価や認識について検討した｡助成
金を受けている屋上緑地では維持管理の問題が多く､助成金を受けていない屋上緑地では技術的な問題が多
いことが明らかとなった｡利用者の屋上緑化に対する認識は､プラス面のイメージが強いが､同時にマイナ
ス面として維持管理や費用の問題も懸念していることが示された｡今後､屋上緑化の普及推進を図っていく
上で充実すべき対策としては､維持管理の問題 (システムの明確化､簡易化)を改善していくことが重要で
あり､行政は補助金の拡大や個人住宅向けの支援策の検討なども求められることが示唆された｡
第4章では､地方都市の事例として岡山市を取り上げ､屋上緑化に対する行政の取り組みおよび施工業者
の動向を明らにした｡さらに､岡山市の市街化区域内の屋上緑化可能面積を全て緑化したと仮定した場合の
省エネ効果､CO2削減効果を試算した結果､消費電力量として年間約9億kWh,C02として年間約31,550tの削
減が可能であると推計された｡
第5章では､以上の成果に基づき､今後､都市環境問題の緩和策として屋上緑化の普及推進を図っていく
上で重要な視点として.以下の6点を提案した ;①条例化や助成制度による行政の支援の充実､②幅広い層
への住民の啓発､③都市の歴史､文化､景観等の個性を生かした緑地のデザイン､④管理負担の軽減､⑤屋
上緑地の多面的機能の複合的活用､⑥傾斜屋根をも含めた緑化の推進｡
以上の視点は大都市圏及び地方都市圏における今後の屋上緑化事業の推進に大きく責献すると確信する｡
論文幸査結果の要旨
都市部ではヒートアイランド現象､生物の生息域の減少､生活ゆとり感の喪失が顕在化している｡こ
のような都市環境問題の解決有効手段として屋上など建築物緑化の取り組みが注目されている｡本研究
は､大都市圏と地方都市圏において､主として､地方公共団体による取り組み､および屋上緑化の設置
者と利用者の双方の視点を調査することにより､①屋上緑化事業の現状と課題の解明､②GISを用いた
屋上緑化の可能面積の推計と省エネ効果の算定､③都市部における屋上緑化事業を推進していく上で重
要な視点と展開方向の提示､を目的として行った｡まず､複数の地方公共団体を横断的に調査し､比較
検討することにより､京阪神3府県における屋上緑化の取り組みの概況､建築物緑化の施策及び条例化
による屋上緑化の届出実績､屋上緑化助成事業の実績と問題点､屋上緑地設置者による設置後の効果と
問題点の評価等を比較検討した｡
次に､大阪府を対象として､屋上緑地に対する設置者と利用者双方からの屋上緑地の評価や認識につ
いて検討した｡利用者の屋上緑化に対する認識は､プラス面のイメージが強いが､同時にマイナス面と
して維持管理や費用の問題も懸念していることが示された｡さらに､地方都市の事例として岡山市を取
り上げ､屋上緑化に対する行政の取り組みおよび施工業者の動向を明らにした｡また､岡山市の市街化
区域内の屋上緑化可能面積を全て緑化したと仮定した場合の省エネ効果､co2削減効果を試算した結果､
消費電力量として年間約9千万kWh､C02として年間約31,550tの削減が可能であると推計されたO以上の
成果から､今後､都市環境問題の緩和策として屋上緑化の普及推進を図っていく上で重要な視点として.
6点を提案した ;①条例化 ･助成制度による行政の支援充実,②幅広い層への住民の啓発､③個性を生
かした緑地デザイン､④管理負担の軽減､⑤多面的機能の複合的活用､⑥傾斜屋根をも含めた緑化の推
進O
以上の視点は､大都市圏及び地方都市圏における今後の屋上緑化事業の推進に大きく貢献すると確信
する｡本学位審査会は､本論文の内容､論文発表会,参考文献を総合的に審査した結果､本論文は博士
(学術)に値するものと判断した｡
